
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

（１,２,６組：奈良井 有希子） （３,４,５,７組：矢野　遼）

 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を
図る態度を養う。

○ ○

定期考査

○

○○１
学
期

A 視点を変えて考える
【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢
字を書き，文や文章の中で使うこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体例と筆者の主張を結び付け、評
論文の内容な構成、論理の展開など
について理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

・指導事項
具体例や体験談、引用などを用い
た筆者の主張の捉え方
・教材
『木を見る、森を見る』

・指導事項
譲歩表現などの表現技法を用いた
筆者の主張の捉え方
・教材
『技術が道徳を代行するとき』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

定期考査

B 視点を変えて考える
【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢
字を書き，文や文章の中で使うこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
譲歩表現などの表現技法と筆者の主
張を結び付け、評論文の内容な構
成、論理の展開などについて理解す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う 。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 現代の国語 2

態

現代の国語国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

現代の国語　（東京書籍）

国語

単元の具体的な指導目標 知

○

○

【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使うことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
具体例と筆者の主張を結び付け、評論文の内
容な構成、論理の展開などについて理解する
ことができている。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く本文の要点を把握し、視点を変えて
みることを理解し、自ら論点における課題を
調べようとしている。

○ ○ ○

○ ○

【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使うことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
譲歩表現などの表現技法と筆者の主張を結び
付け、評論文の内容な構成、論理の展開など
について理解することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強くじれに対する筆者の考えを理解し、
自分の考えをまとめようとしている。

○ ○ 6

6

○

1

C 共生について考える
【知識及び技能】
実社会において理解したり表現した
りするために必要な語句の量を増や
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章を読み比べて、内容や構
成，論理の展開などについて評価す
るとともに自分の考えを深めること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

・指導事項
複数の文章を読み比べて理解した
ことや解釈したりしたことの文章
化
・教材
『真の自立とは』『自立と市場』
『共鳴し引き出される力』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用
自らの考えを文章化する際にWord
機能を用いる。

○

【知識及び技能】
・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増やすことができて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の文章を読み比べて、内容や構成，論
理の展開などについて評価するとともに自分
の考えを深めることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に現代の状況に関心を持ち、筆者が
述べる内容を理解し、自分の考えを深め、考
えをまとめようとしている。

8

領域
評価規準

1

○



定期考査
1

○

○ ○

5

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

E 人間を科学から考える
【知識及び技能】
語句や語彙の構造や特色，用法及び
表記の仕方などを理解し，話や文章
の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
読み手の理解が得られるよう，論理
の展開，情報の分量や重要度などを
考えて，文章の構成や展開を工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養うことができる。

・指導事項
同じテーマについて書かれた複数
の文章を読み比べる力
・1つの事柄に関して複数の視点か
ら考える力
・教材
「人工知能はなぜ椅子に座れない
のか」
「学ぶことと人間の知恵」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

〇

【知識及び技能】
・語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の
仕方などを理解し，話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすること
ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・読み手の理解が得られるよう，論理の展
開，情報の分量や重要度などを考えて，文章
の構成や展開を工夫することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く筆者が得人間と人工知能の比較に
ついて理解し、今までの学習を生かして筆者
が考える。「自分の人生を生きる」行為につ
いて読み取り、考えを深めようとしている。

○ ○

G メディアを考える。
【知識及び技能】
主張と論拠など情報と情報との関係
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、内容や書き手の意図
を解釈したり，文章の構成や論理の
展開などについて評価したりすると
ともに，自分の考えを深めることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち，言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養うこと
ができる。

・指導事項
「自由」というテーマについて文
章をもとに考える。
・教材
「時間と自由の関係について」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用
自らの考えを文章化する際にWord
機能を用いる。

〇

【知識及び技能】
主張と論拠など情報と情報との関係について
理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、内容や書き手の意図を解釈し
たり，文章の構成や論理の展開などについて
評価したりするとともに，自分の考えを深め
ることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く二種類に「時間の自由」「二つの時
間」についての内容や筆者の意図を解釈し、
人間の自由と時間について、筆者の主張に対
する自分の考えをまとめようとしている。

○ ○

【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切
さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し，使うことができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立
場や考えを明確にするとともに，相手の反応
を予想して論理の展開を考えるなど，話の構
成や展開を工夫することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んでわかりやすい発表活動の準備に取り
組み、聞き手が理解しやすいように発表を行
おうとするとともに、他のグループの発表を
しっかり聞いて理解を深めようとしている。

○

D 探求したことを発信する
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割，
表現の特色を踏まえ，正確さ，分か
りやすさ，適切さ，敬意と親しさな
どに配慮した表現や言葉遣いについ
て理解し，使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるよう，自
分の立場や考えを明確にするととも
に，相手の反応を予想して論理の展
開を考えるなど，話の構成や展開を
工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養うことができる。

・指導事項
他者に伝わるような言葉遣いや表
現の仕方
・教材
夏季休業中のレポート課題
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用
自らの考えを文章化する際にWord
機能を用いる。

6

F グラフや写真から考える。
【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との
関係について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解し使うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養うことができる。

・指導事項
グラフや写真からの情報の読み取
り方。
情報をもとに推論すること。
・教材
コラム「グラフや写真の読み取り
方」
・自らの考えを文章化する際に
Word機能を用いる。 〇

【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解し使うことができている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的にグラフや写真から情報を読み取り、
確認、比較した内容について自分の考えをま
とめようとしている。 ○ ○ ○ 6

○

3○ ○ ○



３
学
期

【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特
色を踏まえ，相手に応じた言葉遣いについて
理解し，使うことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や場に応じて，実社会の中から適切な話
題を決め，様々な観点から情報を収集，整理
して，伝え合う内容を検討することができて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く筆者の考えと引用を読み解き、実社
会における生き方についての筆者の主張を理
解し、自分の考えをまとめようとしている。

○ ○ ○

5

5

○ ○

1

H 実用文を読む。
【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との
関係について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
実用文を読んで、内容や文章の構
成、論理の展開などについて評価し
たりするとともに，自分の考えを深
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち，言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養うこと
ができる。

・指導事項
実用文の読み取り方
・教材
「多層性と多様性」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用
自らの考えを文章化する際にWord
機能を用いる。

〇

【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
実用文を読んで、内容や文章の構成、論理の
展開などについて評価したりするとともに，
自分の考えを深めることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで多層構造の現代社会における多様性に
ついて理解し、筆者の論理の展開に沿って要
約し、今までの学習を生かして現代社会にお
ける多様性の在り方について自分の考えを深
めようとしている。

○ ○ ○

I 近代の先へ。
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割，
表現の特色を踏まえ，相手に応じた
言葉遣いについて理解し，使うこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や場に応じて，実社会の中から
適切な話題を決め，様々な観点から
情報を収集，整理して，伝え合う内
容を検討することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち，言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養うこと
ができる。

・指導事項
評論文の読み取り方
文章をもとに自分の考えを形成す
ること及びその考えの他者への伝
え方。
・教材
「暇と退屈の倫理学」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用
討論資料などを作る際にOne note
の共同作業を機能を用いる。

〇

定期考査
合計
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年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色
について評価することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで歴史的館使いや文語の品詞について理
解し、説話の面白さを読み取ろうとしてい
る。

○ ○ ○

○ 1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 3

態

言語文化国語

領域
評価規準 知

○

○
定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

１
学
期

(

中
間

)

（１,２,６組：矢野　遼） （３,４,５,７組：鮫島　那野）

B 漢文入門
【知識及び技能】
返り点や五文型などの漢文を読む際
に必要な基礎知識を理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
返り点や五文型を踏まえて，漢文の
内容や構成，展開などについて叙述
を基に的確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
返り点や五文型などの漢文を読む
際の基礎知識
・教材
『格言』」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用 ○

【知識及び技能】
返り点や五文型などの漢文を読む際に必要な
基礎知識を理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
返り点や五文型を踏まえて，漢文の内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉え
ることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的
な言語文化に対する理解を深めようとしてい
る。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

精選言語文化（東京書籍）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊
重してその能力の向上を図る態度を養う。

10

A 古文入門
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開，表現の仕方，表
現の特色について評価することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
現代仮名遣いや品詞、用言の活用
など、古文を読む際の基本的な知
識
・教材
『児のそら寝』
『大江山の歌』

○ 4



○ ○

1

【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し，文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにすることができている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色
について理解するとともに、それらについて
評価することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的
な言語文化に対する理解を深めようとしてい
る。

D 小説Ⅰ
【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の
量を増し，文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開，表現の仕方，表
現の特色について理解するととも
に、それらについて評価することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
小説の読解の仕方
本文の内容、心情
・教材
『羅生門』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

定期考査

○

3

【知識及び技能】
再読文字の種類及び読み方について理解する
ことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについて再読文
字をはじめとした叙述を基に的確に捉えるこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで漢文を読み味わい、再読文字などに基
づいて、漢文に込められた作者の思いについ
て考えようとしている。

○ ○ ○

6○

○ 6○

C 随筆
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
形容詞・形容動詞の活用
古文の内容、現代語訳
・教材
『徒然草』「ある人、弓射ること
を習ふに」「今日はそのことをな
さんと思へど」
『方丈記』「ゆく河の流れ」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

E　再読文字
【知識及び技能】
再読文字の種類及び読み方について
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについ
て再読文字をはじめとした叙述を基
に的確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
再読文字の読み方
漢文の現代語訳
・教材
『再読文字』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

○ ○

○

【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支え
る働きがあることを理解することができるて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開な
どについて叙述を基に的確に捉えることがで
きている。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態
度を養おうとしている。

１
学
期

(

期
末

)



定期考査
○ ○

○

H　寓話
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについ
て既習の句形ををはじめとした叙述
を基に的確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
疑問・反語の句形
本文の内容
・教材
『戦国策』「借虎威」
『列子』「朝三暮四」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについて既習の
句形ををはじめとした叙述を基に的確に捉え
ることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで漢文を読み味わい、既習の句形などに
基づいて、漢文に込められた作者の思いにつ
いて考えようとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解することができ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開な
どについて叙述を基に的確に捉えることがで
きている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養おうとしている。

○ ○ 6

4

5

1

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文
章の種類、構成、展開や描写、語句などの表
現の仕方を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を
深め、作者の視点を捉えたり、自分と関係づ
けて考えたりしようとしている。

○

G 随筆
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の体験や思いが効果的に伝わる
よう、文章の種類、構成、展開や描
写、語句などの表現の仕方を工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・指導事項
随筆の内容、現代語訳
助動詞
係助詞、接続助詞
・教材
『枕草子』「ありがたきもの」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○ ○

○

5

○

I 軍記物語
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成
展開、軍記物語特有の文体や表現の
特色について評価することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
軍記物語の特色、助動詞、音便、
現代語訳
・教材
『平家物語』「木曽の最期」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用 ○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成展開、軍
記物語特有の文体や表現の特色について評価
している。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで軍記物語特有の表現などについて理解
し、学習課題に沿って、登場人物の描かれ方
を読み取ろうとしている。

F 歌物語
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために，作品や
文章の歴史的・文化的背景などを理
解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
和歌の解釈、現代語訳、助動詞
・教材
『伊勢物語』「芥川」「筒井筒」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

２
学
期

（
中
間

）



２
学
期

（
期
末

）

K 和歌
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成
や展開、表現の仕方、表現の特色に
ついて評価している。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
和歌のリズム、内容
恋の歌を詠み比べる
・教材
『万葉集』
『古今和歌集』
『新古今和歌集』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色について評価できて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで和歌における表現の特色を理解し、学
習課題に沿って、和歌の内容を読み取ろうと
している。

○ ○ ○

J　日記文学
【知識及び技能】
日記文学に対する文化的背景につい
て理解を深め，に特徴的な語句を文
章を読む際に使うことを通じて，語
感を磨き語彙を豊かにすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章中の助動詞や古文単語を踏まえ
て，内容や構成，展開などについて
叙述を基に的確に捉えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
日記文学成立の背景、現代語訳
終止形接続の助動詞
係助詞、接続助詞
・教材
『土佐日記』「帰京」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用 ○

【知識及び技能】
日記文学に対する文化的背景について理解を
深め，に特徴的な語句を文章を読む際に使う
ことを通じて，語感を磨き語彙を豊かにする
ことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章中の助動詞や古文単語を踏まえて，内容
や構成，展開などについて叙述を基に的確に
捉えることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで本文の表現の特色を理解し、学習課題
に沿って作品に込められた意図を考えようと
している。

○ ○ ○

【知識及び技能】
反語、否定の句形について、種類及び読み方
について理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについて疑問・
反語の句形ををはじめとした叙述を基に的確
に捉えることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで漢文を読み味わい、疑問・反語の句形
などに基づいて、漢文に込められた作者の思
いについて考えようとしている。

5○ ○ ○

L　論語
【知識及び技能】
疑問・反語の句形について、種類及
び読み方について理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
漢文の内容や構成，展開などについ
て疑問・反語の句形ををはじめとし
た叙述を基に的確に捉えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
反語、否定の句形
本文の内容
・教材
『論語』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

5

5

3

○ ○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開などについて、叙述
に基づいて的確にとらえることができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿って、恋愛をテーマに詠まれた
短歌とそれに対する筆者の見解をとらえるこ
とができる。

○ ○

定期考査

N　随筆
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開などについ
て、叙述に基づいて的確にとらえる
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
自分の体験をもとに恋愛をテーマ
に話し合う。
本文の内容理解
・教材
『言葉を届ける』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

1

○



P 唐詩
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成
や展開、表現の仕方、表現の特色に
ついて評価できる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで唐歌における表現の特色を理
解し、学習課題に沿って、和歌の内
容を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
絶句や律詩などの唐詩の形式
唐詩のリズム
・教材
「送元二使安西」
「香炉峰下、新ト山居」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用 4

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色について評価してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで唐歌における表現の特色を理解し、学
習課題に沿って、和歌の内容を読み取ろうと
している。

○○

1

合計

89

定期考査

8

３
学
期

O　物語
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成
や展開、表現の仕方、表現の特色に
ついて評価している。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
古典における敬語
本文の内容及び人物の心情
・教材
『竹取物語』「かぐや姫の昇天」
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

○

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色について評価できて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿って、作り物語に表れた多様な
思いを的確にとらえようとしている。

○ ○ ○

L　小説Ⅲ
【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造
を支える働きがあることを理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開などについ
て、叙述に基づいて的確にとらえる
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 言葉がもつ価値への認識を深める
とともに，生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

・指導事項
小説の内容
主人公の心情の変化
本文の内容理解
・教材
『富嶽百景』
・一人１台端末の活用
FormsやOne Noteを活用した振り返
り
One Noteで考えの共有
視覚教材の利用

〇

【知識及び技能】
言葉には，文化の継承，発展，創造を支える
働きがあることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開などについて、叙述
に基づいて的確にとらえることができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿って、主人公の心情の変化と、
富士山や周囲の人々についての描写に注意し
て、小説を読み味わおうとしている。

○ ○ ○ 5



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組
教科担当者：（　１・２・６・７組：鶴巻　智大　　３・４・５組：高野　純　）
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

5

B 発見への誘い
【知識及び技能】
「幹」「枝葉」「根」という文章の
構造を理解し，適切に要約する力を
養う。
【思考力、判断力、表現力等】
本文中の二つの課題を追体験して読
み，科学的視点の持ち方とその意義
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで中心的主張と事例の関係，
「問い」と「主張」という文章の構
造を理解し，学習課題に沿って科学
的視点に立つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し，文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊か
にしている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，資料との関係を把握し，内容や構成を
的確に捉えている。
［主］進んで中心的主張と事例の関係，「問
い」と「主張」という文章の構造を理解し，
学習課題に沿って科学的視点に立った，

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

［知技］
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕
方について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などを的確に
捉え，論点を明確にしながら要旨を把握して
いる。
［主］進んで芸術における具体と抽象の関係
性や，筆者の論の進め方を捉え，学習課題に
沿って見えないものへと思考を広げる，芸術
に対する見方を深めようとしている。

○ ○ ○

4

○

１
学
期

A 発見への誘い
【知識及び技能】
本文における熟語や語句の意味など
を調べ、語彙についての理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
接続詞に注目して筆者の主張を理解
し，芸術の見方について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と積極的に話し合い、主体的に
学習に取り組む。

・指導事項
接続詞の捉え方、論理的に文章を
把握する方法
・教材
教科書、「ミロのヴィーナス」
「ぼくを探しに」(シルヴァスタイ
ン)(補助教材)
・一人１台端末の活用

・指導事項
要約の仕方、論理的に文章を把握
する方法
・教材
教科書　「科学的「発見」とは」
・一人１台端末の活用

定期考査

C 人間を見つめる
【知識及び技能】
・言葉には，言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，関連する文
章や資料を基に，書き手の立場や目
的を考えながら，内容の解釈を深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの学習を生かして「分人」と
いう観点から自分とその人間関係に
ついて考えを深めている。

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

○ ○

○

定期考査
○ ○

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明
したりすることを可能にする働きがあること
を理解している。
［思判表］
・「読むこと」において，関連する文章や資
料を基に，書き手の立場や目的を考えなが
ら，内容の解釈を深めている。
［主］進んで本文中の複数の問いと具体例の
配置に着目しながら，筆者独自の造語に基づ
く主張を読み取り，今までの学習を生かして
「分人」という観点から自分とその人間関係
について考えを深めようとしている。

  言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造
的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

「精選論理国語」(東京書籍)
国語

雪谷

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 論理国語 2

態

論理国語国語

領域
評価規準 知

○

6○ ○

○

7

1

1

［知技］
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕
方について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などを的確に
捉え，論点を明確にしながら要旨を把握して
いる。
［主］粘り強く筆者の論じる社会の変化と人
間関係の分析を理解し，学習課題に沿って人
間関係を論じる二つの文章の共通点・相違点
を考察して，人間関係の在り方について自分
の考えを深めようとしている。

ｄ人間を見つめる
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深める。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，内容や構成，論理の展
開などを的確に捉え，論点を明確に
しながら要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く筆者の論じる社会の変化と
人間関係の分析を理解し，学習課題
に沿って人間関係を論じる二つの文
章の共通点・相違点を考察して，人
間関係の在り方について自分の考え
を深めようとする。

・指導事項
複数の文章の読み比べ方
多面的なものごとの捉え方
・教材
教科書　「分人とは何か」
　　　　「メディアの変容」
・一人１台端末の活用

○

○

○



46

定期考査
○ ○

1

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○

２
学
期

E メディアを問い直す
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，設定した題
材に関連する複数の文章や資料を基
に，必要な情報を関係付けて自分の
考えを広げたり深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで筆者の主張と，その論拠とな
る具体例を捉え，学習の見通しを
もって自分の日常生活に引き寄せて
社会の発展に伴う本の在り方につい
て，自分の考えを明確にして論述し
ようとする。

・指導事項
複数の文章の読み比べ方
自身の考えの形成及び疑問の持ち
方
・教材
教科書
　おじいさんのランプ
　書物の近代
　読み書きする身体
・一人１台端末の活用

〇

〇

〇

F 資料を整理し、テーマを吟味す
る。
【知識及び技能】
情報を重要度や抽象度などによって
階層化して整理する方法について理
解を深め使う。
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において，多面的・多
角的な視点から自分の考えを見直し
たり，根拠や論拠の吟味を重ねたり
して，主張を明確にする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に探究学習における資料の収
集・整理の方法を理解し，学習の見
通しをもって収集した資料の論点を
整理してテーマを見直し，適切な
テーマを設定しようとする。

・指導事項
話し合いの質問の仕方
・教材
おじいさんのランプ
　書物の近代
　読み書きする身体
教科書
・一人１台端末の活用

［知技］
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕
方について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，設定した題材に関
連する複数の文章や資料を基に，必要な情報
を関係付けて自分の考えを広げたり深めたり
している。
［主］進んで筆者の主張と，その論拠となる
具体例を捉え，学習の見通しをもって自分の
日常生活に引き寄せて社会の発展に伴う本の
在り方について，自分の考えを明確にして論
述しようとしている。

［知技］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化
して整理する方法について理解を深め使って
いる。
［思判表］
・「書くこと」において，多面的・多角的な
視点から自分の考えを見直したり，根拠や論
拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にして
いる。
［主］積極的に探究学習における資料の収
集・整理の方法を理解し，学習の見通しを
もって収集した資料の論点を整理してテーマ
を見直し，適切なテーマを設定しようとして
いる。

○

○ 4

G 自己と社会
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，内容や構成，論理の展
開などを的確に捉え，論点を明確に
しながら要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで人間の社会的欲望と倫理的努
力に対する筆者の主張を読み取り，
学習課題に沿って他者との関係性の
構築について，自分の考えを述べよ
うとする。

・指導事項
多面・多角的なものの見方
・教材
「抗争する人間」
教科書
・一人１台端末の活用

〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し，文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊か
にしている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などを的確に
捉え，論点を明確にしながら要旨を把握して
いる。
［主］進んで人間の社会的欲望と倫理的努力
に対する筆者の主張を読み取り，学習課題に
沿って他者との関係性の構築について，自分
の考えを述べようとしている。

○ ○

〇〇

4

1 ○ ○

○ ○ ○

6

３
学
期

6

合計

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し，文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊か
にしている。
［思判表］
・「読むこと」において，人間，社会，自然
などについて，文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点
から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く具体例や引用と筆者の主張の
関係を捉えて論理展開を理解し，学習課題に
沿って社会の現状と結び付けて，「知性的」
であることの必要性を，具体例を挙げながら
述べようとしている。

H 困難な時代に
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，人間，社
会，自然などについて，文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観
と結び付けて，新たな観点から自分
の考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く具体例や引用と筆者の主張
の関係を捉えて論理展開を理解し，
学習課題に沿って社会の現状と結び
付けて，「知性的」であることの必
要性を，具体例を挙げながら述べよ
うとする。

・指導事項
課題に対する自身の考えの形成方
法及び表出方法
・教材
「社会の壊れるとき――知性的で
あるとはどういうことか」
教科書
・一人１台端末の活用



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　１・２・６・７組：池田　真紀　）（　３・４・５組：鶴巻　智大　）（　３・４・５組：鶴巻　智大　　　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

「精選古典探究　古文編」(東京書籍)「精選古典探究　漢文編」(東京書籍)

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

5

B 漢詩
【知識及び技能】
古典の作品や文章の種類とその特徴
について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，構成や展開などを的確
に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んでさまざまな唐詩を読み味わ
い，学習課題に沿って，言語感覚や
想像力を豊かにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

［知技］
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成
や展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文
化の特質や，我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理解を深めている。

○ ○

雪谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典探究 3

態

１
学
期

古典探究国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

1

8

D 漢文
【知識及び技能】
古典の文の成分の順序や照応，文章
の構成や展開の仕方について理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，構成や展開などを的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで『史記』を読んで項羽の生き
方について理解し，学習課題に沿っ
て，人間のあり方について関心を深
めたり，調べて発表したりする。

・指導事項
疑問・反語、使役形の用法、
・教材
「項王自刎」
教科書
・一人１台端末の活用

定期考査

A 伊勢物語
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し，古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して，
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
歌物語の特色に注意しながら，作品
に表れているものの見方，感じ方，
考え方を読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで文語の決まりと歌物語の特徴
について正確に理解し，学習課題に
沿って作品に表れているものの見
方，感じ方，考え方を読み取ろうと
する。

・指導事項
副詞、格助詞、接続助詞の用法
助動詞の用法
・教材
「初冠」『伊勢物語』
教科書
・一人１台端末の活用

・指導事項
漢詩のルール、押韻など句法
・教材
「酒勧」「黄鶴楼」
教科書
・一人１台端末の活用

定期考査

C 日記Ⅰ
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し，古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して，
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，作品の成立
した背景や他の作品などとの関係を
踏まえながら古典などを読み，その
内容の解釈を深め，作品の価値につ
いて考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
］進んで文学史における女流日記文
学の位置づけについて理解し，学習
課題に沿って作者の置かれた境遇や
物語に向けられた心情について読み
取ろうとする。

・指導事項
終助詞、間投助詞、副助詞の用法
日記文学について
・教材
「門出」
教科書
・一人１台端末の活用

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの
見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする。

8

7

1

○ ○ ○

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し，古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成
や展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文
化の特質や，我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま

○ ○

○ ○ ○

〇 〇

〇 〇

○ ○ ○

○ ○ ○

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し，古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み，その内容の解釈を深め，作品
の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章
について，内容や解釈を自分の知見と結び付
け，考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで文学史における女流日記文学の
位置づけについて理解し，学習課題に沿って
作者の置かれた境遇や物語に向けられた心情
について読み取ろうとしている。

［知技］
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成
や展開の仕方について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。
［主］進んで『史記』を読んで項羽の生き方
について理解し，学習課題に沿って，人間の
あり方について関心を深めたり，調べて発表
したりしようとしている。

○ ○

○ ○



E 軍記物語
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し，古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して，
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，構成や展開などを的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで軍記物語の表現の特徴につい
て整理・理解しつつ特徴を生かすよ
う工夫して朗読し，学習課題に沿っ
て描かれた人物像を読み取ろうとす
る。

・指導事項
軍記物語の特徴や概要、古典常
識、古典文法
・教材
『平家物語』「壇ノ浦の合戦」
教科書
・一人１台端末の活用

E 作り物語
【知識及び技能】
・古典に用いられている語句の意味
や用法を理解し，古典を読むために
必要な語句の量を増すことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，構成や展開などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで他の作品で言及されたり絵に
描かれたりした『源氏物語』と本文
とを比較し，学習課題に沿って登場
人物の言動や話の概要とその意味に
ついて考察している。

・指導事項
作り物語の特徴や概要、古典常
識、古典文法
・教材
源氏物語「若紫」
教科書
・一人１台端末の活用

F　小説
【知識及び技能】
・古典の文の成分の順序や照応，文
章の構成や展開の仕方について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，関心をもっ
た事柄に関連する様々な古典の作品
や文章などを基に，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
同じテーマを取り上げた複数の古典
の作品や文章を積極的に読み比べ，
思想や感情などの共通点や相違点に
ついて，今までの学習を生かして論
述したり発表したりする。

・指導事項
比況、限定、部分否定、全部否定
形など、各種句形の用法確認
・教材
「桃花源記」
教科書
・一人１台端末の活用

定期考査
1

○

○

8

7

○ ○

9

F　日本外史
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，古典の作品
や文章などに表れているものの見
方，感じ方，考え方を踏まえ，人
間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に本文の内容や構成，展開を
的確に捉え，今までの学習を生かし
て，登場人物の行動や心情を読み取
り，人間の生き方について考えよう
としている。

・指導事項
「日本外史」の特徴や概要
禁止形などの各種句形の用法
・教材
「所争不在米塩」
教科書
・一人１台端末の活用

10

２
学
期

〇 〇

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し，古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
［主］進んで軍記物語の表現の特徴について
整理・理解しつつ特徴を生かすよう工夫して
朗読し，学習課題に沿って描かれた人物像を
読み取ろうとしている。

［知技］
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成
や展開の仕方について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，関心をもった事柄
に関連する様々な古典の作品や文章などを基
に，自分のものの見方，感じ方，考え方を深
めている。
［主］同じテーマを取り上げた複数の古典の
作品や文章を積極的に読み比べ，思想や感情
などの共通点や相違点について，今までの学
習を生かして論述したり発表したりしてい
る。

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し，古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
している。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現
代の言葉の成り立ちにもたらした影響につい
て理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。
［主］進んで他の作品で言及されたり絵に描
かれたりした『源氏物語』と本文とを比較
し，学習課題に沿って登場人物の言動や話の
概要とその意味について考察しようとしてい
る。

［知技］
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や,古典が現代
の言葉の成り立ちにもたらした影響について
理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，古典の作品や文章
などに表れているものの見方，感じ方，考え
方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する
自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］積極的に本文の内容や構成，展開を的
確に捉え，今までの学習を生かして，登場人
物の行動や心情を読み取り，人間の生き方に
ついて考えようとしている。

○ ○

○ ○

○ ○



○ ○ ○

○ ○ ○

D 諸子百家
【知識及び技能】
先人のものの見方，感じ方，考え方
に親しみ，自分のものの見方，感じ
方，考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，構成や展開などを的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
文章内容からそれぞれの考え方を積
極的に読み取り，その違いについて
理解するとともに，今までの学習を
生かして各テーマに対して自分自身
の考えをまとめようとする。

・指導事項
諸子百家に対する基礎知識
既習の句形に対する復習
・教材
「原泉混混」「天下莫柔弱於水」
「兵形象水」
教科書
・一人１台端末の活用

5

G 評論
【知識及び技能】
古典などを読むことを通して，我が
国の文化の特質や，我が国の文化と
中国など外国の文化との関係につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，古典の作品
や文章などに表れているものの見
方，感じ方，考え方を踏まえ，人
間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に他の作品などとの関係を踏
まえながら文章の内容を的確に捉
え，今までの学習を生かして，自分
の考えを深めようとする。

・指導事項
作り物語の特徴や概要、古典常
識、古典文法
・教材
無明草子
・一人１台端末の活用

３
学
期

4

1

合計

70

○ ○

定期考査

［知技］
・古典などを読むことを通して，我が国の文
化の特質や，我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，古典の作品や文章
などに表れているものの見方，感じ方，考え
方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する
自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］積極的に他の作品などとの関係を踏ま
えながら文章の内容を的確に捉え，今までの
学習を生かして，自分の考えを深めようとし
ている。

［知技］
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，構成や展開などを的確に捉えている。
［主］文章内容からそれぞれの考え方を積極
的に読み取り，その違いについて理解すると
ともに，今までの学習を生かして各テーマに
対して自分自身の考えをまとめようとしてい
る。

○ ○

○ ○



現代文Ｂ　（必修・必選・自選） 対象学年 3 単位数 2 予定授業時間 70

精選現代文Ｂ（東京書籍）

巻頭増補版常用国語便覧（浜島書店）/ｲﾗｽﾄとﾈｯﾄﾜｰｷ
ﾝｸﾞで覚える 現代文単語 げんたん 改訂版（いいずな書
店）/入試頻出漢字TOP2500（いいずな書店）

学期 時数 指導項目

1
学
期

25

評論「人間の運命と科学」長谷川英祐

評論「文学の未来」小野正嗣

評論「環境問題と孤立した個人」河野哲也
随想「言葉を生きる」若松英輔

2
学
期

25

評論「平気――正岡子規」長谷川櫂

評論「抗争する人間」今村仁司

評論「原始社会像の真実」新納泉

小説「檸檬」梶井基次郎

3
学
期

20

入試問題演習

令和5年度　年間指導計画

評価の観点と方法
年間４回の定期考査・小テスト・提出物を考慮し、総合的な判断を行う。なお成績については5段階で
評価する。

・接続詞や指示語などに注意し、筆者の論理展開の流れを大きく把握し、読
解するための方法を身につけさせる。
・文章全体の論理的な構成を理解させる。
・本文で論じられている内容について、自分なりの意見を持ち、今後の考え
方に反映させる。
・文章の論理展開を的確に把握させ、一般的な常識とは異なる筆者の主張
を理解させる。
・既習のテクニックを確認し、評論文の基本的な読解方法を復習させること
で、文章全体を論理的・構造的に把握できるようにさせる。
・微細な表現や鉤括弧の有無に注意することが、筆者の主張や思想を読み
解く手がかりになることをつかませる。
・提示された抽象的なテーマを自分にひきつけて具体的に考えさせる。
・各段のキーワードや中心文をとらえ、要旨を掴ませる。
・抽象的な言葉や指示語の内容を理解して、筆者の考えを読み取る。

・文章全体の論理的な構成を理解させる。
・論理的文章への抵抗感を抱かないように、評論分に慣れ親しむ。
・接続詞や指示語などに注意し、筆者の論理展開の流れを大きく把握し、読解するため
の方法を身につけさせる。
・抽象的な文章と論理的な文章を区別し、軸になる文章を見極める力を身につける。
・二項対立の構成を理解させる。
・指示語の内容を明らかにする。
・論理的文章の特徴を理解することによって、その論理展開と論旨を正確に理解する。
・何度も繰り返されるキーワードを手がかりに、大まかな内容を理解させる。
・現実の社会を論理的に分析し、批評できる力を養わせる。
・小説の構成を確認するとともに、主人公が自分の言葉に促されて自己分析を進めて
いくという過程を把握する。
・小説を主体的に読解、鑑賞させる。
・小説というメディアを通じて、独特の虚構世界を正確に読み取り、味わう力を養わせ
る。
・小説の中に書かれている主人公たちの生き方と、自己自身の生き方とを対比して、人
生について考える。
・作中の人物の心理と行動を読み取る力を養わせる。
・生徒の心身の成長や身近な何気ない変化などを手がかりとして、自己形成のさなか
にある主人公の考え方や境遇、生き方に想像力豊かに迫らせる。
・人間の本質について考察するとともに、現代社会に対するあるべき認識を育ませる。

・入試問題を解き、実践的な力を身につける。
・評論文、小説などさまざまな分野の文章を読み解く力を
身につける。
・文章に触れる中で、語彙を身につける。

担当者 池田　真紀、工藤明日実

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

評論の論旨の展開方法について習熟し、主題や筆者の論点を的確に把握できる力をつける。
自らにとって身近な事柄に潜む本質的な問題についての「気づき」の大切さについて理解する。
小説を主体的に読解、鑑賞し、小説の中に示されている主人公たちの生き方と自己自身の生き方と
を対比して、人生について考える。



古典Ｂ　（必修・必選・自選） 対象学年 3 単位数 4 予定授業時間 140

精選古典Ｂ（東京書籍）

過程の演習新国語問題集古文編/読解トレーニング古典の演
習（啓隆社）/新明説総合古典文法（尚文出版）/大学入試国語
頻出問題1200（いいずな書店）

学期 時数 指導項目

1
学
期

55

基礎固めと問題演習
・物語
・日記
・説話
・随筆
・評論
・歴史
・軍記
・和歌

2
学
期

55

問題演習
・物語
・日記
・説話
・随筆
・評論
・歴史
・軍記
・和歌

3
学
期

30

入試問題演習

令和５年度　年間指導計画

評価の観点と方法
年間５回の定期考査・小テスト・提出物を考慮し、総合的な判断を行う。なお成績については5段階で
評価する。

・1・2年の復習を行い、基礎的な力を身につける。
・物語、日記、説話などさまざまな分野の文章を読み解く
力を身につける。
・古典文法の基礎を身につける。

・入試問題を解く基礎的な力を身につける。
・物語、日記、説話などさまざまな分野の文章を読み解く
力を身につける。
・古典文法の基礎を利用して、発展的な問題を解く力を身
につける。

・入試問題を解き、実践的な力を身につける。
・物語、日記、説話などさまざまな分野の文章を読み解く
力を身につける。

担当者 工藤明日実、高野　純

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

１，２年生で身に付けた基礎的な文法知識の定着を図る。実践的な問題演習を繰り返し行うことで、
入試問題に対応できる力を培う。



現代文演習 （必修・必選・自選） 対象学年 3 単位数 2 予定授業時間 70

 

・現代文単語げんたん（いいずな書店）
・1日1講現代文評論①（三省堂）
・大学入試トライアル私大対策評論２０Standerd（いいずな書店）
・入試頻出新国語問題総演習1200（いいずな書店）
・改訂版センター試験演習現代文（いいずな書店）
・看護医療系の小論文（文英堂）

学期 時数 指導項目

1
学
期

25

問題演習
・評論
・小説
・随筆
入試問題演習
・評論
・小説
・随筆

2
学
期

25

問題演習
・評論
・小説
・随筆
入試問題演習
・評論
・小説
・随筆

3
学
期

20 入試問題演習

令和５年度　年間指導計画

評価の観点と方法
年間５回の定期考査・小テスト・提出物を考慮し、総合的な判断を行う。なお成績については5段階で
評価する。

・入試問題を解く基礎的な力を身につける。
・評論文、小説などさまざまな分野の文章を読み解く力を
身につける。
・文章に触れる中で、語彙を身につける。

・入試問題を解く基礎的な力を身につける。
・評論文、小説などさまざまな分野の文章を読み解く力を
身につける。
・文章に触れる中で、語彙を身につける。

・入試問題を解き、実践的な力を身につける。
・評論文、小説などさまざまな分野の文章を読み解く力を
身につける。
・文章に触れる中で、語彙を身につける。

担当者 奈良井有希子、鮫島　那野

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

・実践的な問題演習を繰り返し行うことで、入試問題に対応できる力を培う。
・評論文、小説などさまざまな分野の文章を読み解く力を身につける。
・文章に触れる中で、語彙を身につける。



現代文演習 （必修・必選・自選） 対象学年 3 単位数 4 予定授業時間 98

 

・読解力と表現力を高める　SDGｓ現代文
(三省堂)

学期 時数 指導項目

1
学
期

44

テーマ解説
問題演習
小テスト
小論文、レポート課題

2
学
期

50

レポート課題
プレゼンテーション
実践的な小論文
相互評価

3
学
期

4
実践的な小論文
相互評価

令和５年度　年間指導計画

評価の観点と方法
小テスト・提出物・授業への参加度を考慮し、総合的な判断を行う。なお成績については5段階で評
価する。

・総合型選抜入試に頻出のテーマ、分野の解説を行う。
また、解説後に問題演習を行う。
・演習問題実施後、重要項目について小テストを行い、語
彙を習得する。また、関連するテーマについて小論文や
レポートを書き、知識や考えを深めるとともに、書く力を身
につけさせる。

・総合型選抜入試に頻出のテーマ、分野のについてレ
ポートを書き、知識や考えを深めるとともに、書く力を身に
つけさせる。
・プレゼンテーションで自分の考えを表現する方法を身に
つける。
・小論文の予想問題や私立入試問題を解く。その後相互
評価と解説を行い、書く力を中心とした国語力の向上と客
観的に評価する力を身につける。

・小論文の予想問題や私立入試問題を解く。その後相互
評価と解説を行い、書く力を中心とした国語力の向上と客
観的に評価する力を身につける。

担当者 奈良井有希子

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

・総合型選抜入試を目指す生徒に向けた、知識の習得を行う。
・小論文やレポートの演習を行い書く力を身につけさせる。


